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そのEdTech、マズくない？
“炎上”を未然に防ぐには



何かあった場合の
責任は？

パーソナルデータの利活用ではしばしば「炎上」事例が起きている。
原因は…技術と社会の間のギャップを埋めるノウハウが欠如していること

EdTech
シーズ

社会実装
社会実装

社会実装

倫理的・法的・社会的課題

（ELSI: Ethical, Legal and Social Issues）

安全性は
確保されてる？

現行の法規制を
遵守してる？

悪用される
可能性は？

差別や不公平を
生み出さない？

社会が
受容してくれる？

プライバシーや
個人情報保護は？

個人や社会に
利益をもたらす？

「ギャップを埋めるノウハウ」のことを「社会技術」と呼ぶ。

EdTech
シーズ

EdTech
シーズ
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私たちはE(倫理)・L(法)・S(社会)の規範のもとで生きている

倫理(E)からの不断の見直し。

社会において人々が依拠すべき規
範。安定的。法(L)の基盤。

変化しやすい。不安定。

法(L)

倫理(E)

社会(S)

おおざっぱな区分

倫理(E) 社会(S)法(L)

近年、法的（L）にはOKでも、倫理的（E）社会的（S）にマズい事例が急増中



パーソナルデータとAIを使うといろんなことができる。
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学
習
プ
ロ
セ
ス

推
論
プ
ロ
セ
ス

学習データ
の取得

学習データ
の加工

生データ
学習済み
モデル

予測・認
識・分類
（課題解決）

学習の実施
（学習済みモデル）

アルゴリズム

機械学習ラベル付け大量のデータセット
ように見える
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社会的にやってよいこと
（データ提供者や社会にとってリスクが十

分に小さく、かつ、有益なこと）
≠

どうやって線引きする？

倫理(E)からの不断の見直し。

社会において人々が依拠すべき
規範。安定的。法(L)の基盤。

変化しやすい。不安定。

法(L)

倫理(E)

社会(S)

これまでは、法（L）や社会（S）を参照することでやってきた。

技術的にできること
（できるように見えること）

裁判所（判例）
企業法務部

世論の動向
企業広報部
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社会的にやってよいこと
（データ提供者や社会にとってリスクが十

分に小さく、かつ、有益なこと）
≠

どうやって線引きする？

倫理(E)からの不断の見直し。

社会において人々が依拠すべき
規範。安定的。法(L)の基盤。

変化しやすい。不安定。

法(L)

倫理(E)

社会(S)

不確かな時代には、羅針盤となるもの＝倫理（E）が必要。
実際、国際機関やたくさんの企業がAI倫理原則/指針を策定している。

技術的にできること
（できるように見えること）



そのために EdTechガバナンスが必要
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• 倫理原則/指針を作成、具体化した「チェックリスト」で運用

• 大学の研究倫理審査のような審議プロセスを導入

• リスクが高そうな案件にはリスク洗い出しワークショップ

• 関連メンバーにELSI（倫理的・法的・社会的課題）研修

• リスクアセスメントを実施して、妥当性を社会に対して提示

自治体・教育委員会にも

誰がいつどうやって何を決めるのか



大学でも「研究」以外は研究倫理審査の対象外。
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“デジタルトランスフォーメーション
（DX）”を推進中。2024年6月から
学内27か所で試行開始。

1月から3月ころまでリスクアセスメ
ントを実施。リスクを洗い出し、13
項目に集約。レポート作成、オンラ
イン学内説明会で紹介。

対策後のリスク
アセスメントと
残余リスク

リスク対策
オプション
の検討

リスク項目ごとに
対策前のリスクア

セスメント
（2軸×4段階）

リスク項目
の洗い出し

「守りたいもの」列挙

影響度と発生可能性の
パラメータ設定

データフロー図作成

ステークホルダー
分析

影響度レベル

回避４：甚大

３：重大

２：限定的

低減保有１：無視可

発生可能
性レベル

４：非常に高い
３：ある程度高
い

２：一定の可能
性

１：非常に低い
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対策実施前/後のリスクアセスメント結果

事例：大阪大学顔認証入場システムのリスクアセスメント



ご清聴ありがとうございました！

9

https://doi.org/10.18910/95837

➢ 依って立つべきは倫理
➢ 倫理といってもゼロイチではない。
➢ 法的判断と異なり、正解がない場合が多い
➢ その正当性はプロセスで担保。
➢ 線引きのためには「リスク」概念が有用。
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